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●
事
例
紹
介
●

愛
媛
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の

現
状
と
課
題

花

熊

曉

（愛
媛
大
学
教
育
学
部
教
授

・
障
害
者
学
習
支
援
委
員
会
委
員
長
）

愛
媛
大
学
に
お
け
る
取
組
の
経
過

愛
媛
大
学
に
は
、
以
前
か
ら
教
育
学
部
や
法
文
学
部
を
中
心
に
複

数
の
障
害
学
生
が
学
ん
で
い
た
が
、
そ
の
対
応
が
在
籍
学
部
に

一
任

さ
れ
て
い
た
た
め
、
障
害
学
生
の
在
籍
数
や
障
害
の
様
態
、
修
学
上

の
ニ
ー
ズ
、
必
要
な
配
慮

・
支
援
事
項
が
全
学
的
に
把
握
さ
れ
て
い

な
か

っ
た
。
ま
た
、
修
学
上
の
問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口
が
明
確
で

は
な
く
、
教
務
課
や
各
学
部
の
学
務
係
、
関
係
教
員
が
バ
ラ
バ
ラ
に

対
応
し

て
い
る
状
態
だ

っ
た
。
授
業
に
関
し
て
も
、
聴
覚
障
害
学
生

へ
の
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
支
援
が
実
施
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
多
く
は

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
関
係
教
職
員
の
個
人
的
善
意
や
努
力
に
依
存
す
る

も
の
で
、
全
学
的
な
支
援
の
取
組
か
ら
は
程
遠
い
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
う
し
た
現
状
に

一
石
を
投
じ
た
の
が
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
副
学

長
宛
に
提
出
さ
れ
た
聴
覚
障
害
学
生
か
ら
の
要
望
書
で
あ
る
。
こ
の

要
望
書
で
は
、
聴
覚
障
害
学
生
が
大
学
生
活
で
ど
の
よ
う
な
困
難
を

感
じ
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
が
述
べ
ら
れ
、
授

業
に
お
け
る
情
報
補
償
を
中
心
に
、
全
学
的
な
障
害
学
生
支
援
の
取

組
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
障
害
学
生
支
援
の

問
題
を
取
り
扱
う
国
大
協
第
三
常
置
委
員
会
の
委
員
長
に
本
学
学
長

が
就
任
し
、
国
立
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援

の

「実
態
報
告
書
」

を
本
学
が
取
り
ま
と
め
た
こ
と
や
、
学
内
に
大
学
教
育
総
合
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
、
教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
が
課
題

の

一
つ
と
な

っ
た
こ

と
も
あ

っ
て
、
執
行
部
や
事
務
局
に
も
障
害
学
生
支
援
に
関
す
る
全

学
的
な
取
組
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
二
〇
〇

一
年
度
に
大
学
教
育
総
合
セ
ン
タ

1
教
育

シ
ス
テ
ム
開
発
部
学
習
支
援
部
門
に
属
す
る
委
員
会
と
し
て

「障
害
者
学
習
支
援
研
究

・
調
査
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
障
害
学

生
支
援

の
調
査

・
検
討
を
開
始
し
た
。
翌
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
は
、

そ
の
調
査
検
討
結
果
を
も
と
に
、
六
つ
の
学
部

（教
育
、
法
文
、
工
、

農
、
理
、
医
）
と
大
学
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
、

教
務
課
事
務
職
員
で
構
成
す
る

「障
害
者
学
習
支
援
委
員
会
」
を
設

置
し
、
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
あ
た

っ
て
い
る
。

一
一

障
害
学
生
の
在
籍
状
況

本
学

に
は
、
毎
年
七
～

一
〇
名
の
障
害
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
二

〇
〇
四
年
度
の
在
籍
状
況
は
、
聴
覚
障
害
五
名

（ろ
う
四
、
中
等
度

難
聴

一
）
、
運
動
障
害
三
名

（四
肢
障
害
二
、
下
肢
障
害

一
”
い
ず

れ
も
車
椅
子
使
用
）
の
計
八
名
で
あ
る
。
こ
の
八
名
の
在
籍
学
部
は
、

教
育
五

（学
部
三
、
大
学
院

一
、
特
殊
教
育
特
別
専
攻
科

一
）
、
法

文
学
部
三

（学
部
二
、
聴
講
生

一
）
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

他
に
、
通
常
の
学
生
生
活
を
送

っ
て
い
る
が
、
教
室
等
に
は
配
慮
を

要
す
る
健
康
障
害

（シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
）
の
学
生
が

一
名
い
る
。

以
上
は
、
本
人
か
ら
申
し
出
が
あ

っ
た
者
の
数
で
、
障
害
が
あ

っ
て

も
本
人
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
支
援

の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。

三

障
害
学
生
支
援
の
取
組
内
容

（
一
）
入
学
式

・
卒
業
式
に
お
け
る
対
応

視
覚
、
聴
覚
、
運
動
の
各
障
害
に
対
す

る
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
事
前
に

本
人
の
要
望
を
聴
取
し
た
上
で
、
情
報
補

償
等
の
配
慮
を
行

っ
て
い
る
。
聴
覚
障
害

学
生
に
対
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
様
態
に
合
わ
せ
て
、
①
液
晶
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
に
よ
る
式
次
第
と
挨
拶
内
容
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
提
示

（写
真
1
）
、
②
手
話
通

訳
の
配
置

（写
真
2
）
の
ど
ち
ら
か
を
実

施
す
る
。
運
動
障
害
や
視
覚
障
害
の
学
生

に
は
、
移
動
に
支
障
の
な
い
座
席
の
確
保

と
座
席
ま
で
の
誘
導
を
行
う
。
ま
た
、
入
学
式
で
は
、
新
入
学
生
全

員
に
障
害
学
生
支
援
活
動
の
紹
介
と
活
動

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

（
一
一）
障
害
学
生
と
の
個
別
面
談

新
入
学
生
に
対
し
て
は
、
入
学
手
続
き
時
に
申
し
出
が
あ

っ
た
者

に
つ
い
て
個
別
面
談
を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ
と
要
望
を
把
握
し
て
、
入

学
式
と
全
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
学
部
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
け
る

写真1液 晶 プロジェクタに

よる情報補償 （入学式）

写真2手 話通訳の配
置 （卒業式）
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情
報
補
償

（ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
の
配
置
）
等
の
支
援
を
行
う
。
ま
た
、

授
業
支
援
に
関
す
る
方
針
を
決
定
す
る
。
同
様
に
、
在
学
生
に
対
し

て
も
新
年
度
の
初
め
に
希
望
者
の
個
別
面
談
を
行

い
、
授
業
支
援
等

に
関
す
る
改
善
要
望
点
を
聴
取
し
て
い
る
。
個
別
面
談
は
、
支
援
委

員
会
委
員
長
と
教
務
課
職
員
が
あ
た
る
。

（三
）
授
業
に
お
け
る
支
援

①
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置

授
業
支
援
を
必
要
と
す
る
学
生
に
は
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
や
移
動
介

助
を
行
う
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
す
る
。
二
〇
〇
四
年
度
の
場

合
、
四
名

の
聴
覚
障
害
学
生
に
対
し
て
必
要
な
全
て
の
授
業
に
ノ
ー

ト
テ
イ
カ
ー
二
名
を
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
外
見
学
授
業
や
教

育
実
習

の
際
は
、
学
外
の
手
話
通
訳
団
体
に
依
頼
し
て
、
手
話
通
訳

者
を

つ
け
て
い
る

（大
学
予
算
で
任
用
）
。
運
動
障
害
学
生
に
対
し

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
移
動
介
助
や
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
等
の
授
業
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
は
、
後
述
す
る
登
録

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
簿
に
基
づ
い
て
、
学
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
募

集
と
配
置
を
行
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

大
学
が
予
算
を
組
み
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
で
あ
れ
ば
授
業

一
コ
マ
あ
た

り

一
、
〇
〇
〇

円
程
度
の
謝
礼
を
支
払

っ
て
い
る
。
こ
の
謝
礼
の
支

払
い
は
、
「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
支
援
を
受
け

た
い
」
と
い
う
障
害
学
生
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

②
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

授
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
毎
年
支
援
を
行
う
学
生

に
名
簿
登
録
を
し
て
も
ら
い
、
携
帯
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
各
種
の
連

絡
を
行

っ
て
い
る

（教
務
課
に
連
絡
専
用
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
）。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

・
配
置
、
利
用
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
調
整

は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（大
学
が
そ
の
任

を
依
頼
）
が
あ
た
っ
て
い
る
。

③
授
業
担
当
教
員

へ
の
通
知
と
配
慮
依
頼

授
業
担
当
教
員

へ
の
受
講
通
知
と
配
慮
依
頼
を
希
望
す
る
学
生
に

つ
い
て
は
、
授
業
を
担
当
す
る
全
教
員
に
当
該
学
生
が
受
講
す
る
旨

を
通
知
す
る
。
特
に
、
授
業
上
多
く
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
聴
覚
障

害
学
生
に
関
し
て
は
、
教
員
全
員
に
A
4
版
三
頁
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「聴
覚
障
害
学
生
の
受
講
に
あ
た

っ
て
：
授
業

に
お
け
る
配
慮
の
お

願
い
」
を
配
布
し
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

へ
の
理
解

や
授
業
上
の
配
慮
を

依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
務
課
に
教
員
用

の
相
談
窓
口
を
設
け
、

授
業
に
関
す
る
疑
問
点
や
問
題
点
が
あ
る
場
合
は
相
談
に
応
じ
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

（四
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
支
援
ス
キ
ル
の
向
上

①

「障
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
」
の
授
業

の
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
性
化
す
る
目
的
で
、
二
〇
〇
二
年
度
よ

り
共
通
教
育
の
中
に

一
・
二
回
生
を
対
象
と
す

る

「障
害
者
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
Ⅰ
」

の
授
業
を
設
け
て
い
る
。
授
業
は
、
障
害
に
関
す

る
基
本
的
理
解
と
基
礎
的
な
支
援
技
術
の
習
得
を
目
ざ
す
も
の
で
、

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

（数
字
は
授
業
時
間
数
）。

◇
障
害

の
理
解

（
一
四
時
間
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
②
、
視
覚
障
害
の
理
解
②
、
聴
覚
障
害

の
理
解
④
、
知
的
障
害
の
理
解
②
、
運
動
障
害
の
理
解
②
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
在
り
方
②

◇
障
害

の
支
援

（
一
六
時
間
）

視
覚
障
害

の
支
援
技
術
④
、
聴
覚
障
害
の
支
援
技
術

（要
約
筆

記
）
④
、
聴
覚
障
害
の
支
援
技
術

（パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
）
④
、

運
動
障
害
の
支
援
技
術
④

「障
害

の
理
解
」
は
教
育
学
部
障
害
児
教
育
講
座
の
教
員
六
名
が
講

義
を
行

い
、
「障
害
の
支
援
」
は
外
部
講
師
に
実
技
指
導
を
依
頼
し

て
い
る
。
本
授
業
は
集
中
講
義
形
式
で
行

い
、
毎
年
七
〇
～
八
〇
名

の
学
生
が
受
講
し
て
い
る
。
写
真
3
は

「運
動
障
害
の
支
援
技
術
」

の
実
技
指
導
風
景
で
あ
る
。

②
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
支
援
技
術
講
座
の
実
施

効
果
的
な
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
を
行
う
た
め
に

は
、

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
に
様
々

な
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
学
生
か
ら
も
、
ノ
ー

ト
テ
イ
カ
ー
の
技
術
向
上
を
求
め
る
声
が
強

く
出
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
側

に
も
、
自
己
の
技
術
に
関
す
る
不
安
や
技
術

向
上
の
機
会
を
求
め
る
声
が
多
く
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇

一
年
度
か

ら
要
約
筆
記
の
専
門
家
を
講
師
に
招

き
、
毎
年

一
〇
時
間
の
ノ
ー
ト
テ
イ

ク
支
援
技
術
講
座
を
開
催
し
て
い
る

（写
真
4
）。
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
、

テ
イ
カ
ー
共
に
強
い
要
望
が
あ
る
た

め
、
二
〇
〇
四
年
度
は
時
間
数
を

一
六
時
間
に
増
や
し
た
。

③
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
意
見
交
換
会
の
実
施

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
支
援
に
関
し
て
は
、
利
用
者
側
に
も
支
援
者
側
に

も
相
手
側
に
対
す
る
様
々
な
不
満
や
意
見
が
存
在
し
、
両
者
の
話
し

合

い
の
場
を
設
け
る
必
要
性
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
二
年

度
よ
り
、
障
害
者
学
習
支
援
委
員
会
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
、
年

一
～
二
回
、
聴
覚
障
害
学
生
と
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
て
い
る
。

（五
）
そ
の
他
の
取
組

障
害
者
学
習
支
援
委
員
会

の
活
動
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
検
討

が
必
要
な
課
題
が
増
加
し
た
た
め
、
委
員
会
内
に
次
の
三
つ
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（W
G
）
を
設
け
て
、
各
課
題
の
検
討
を
行

っ
て

き
た
。

写真3「 ボランティア」授業

写真4ノ ー トテイク支援技

術講座
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①
学
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
W
G

城
北
、
樽
見

（農
学
部
）、
重
信

（医
学
部
）
の
三
キ
ャ
ン
パ
ス

の
構
内
な
ら
び
に
建
物

・
設
備
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
度

の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
、
改
善
が
必
要
な
点
を

明
ら
か

に
す
る
。

②
授
業
支
援
工
学
シ
ス
テ
ム
開
発
W
G

音
声
認
識
を
利
用
し
た
聴
覚
障
害
学
生
の
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
総
合
大
学
の
よ
さ
を
活
か
し
た
学
部
間
協
力
に
よ
っ
て
、
障
害

学
生
の
授
業
支
援
に
役
立

つ
工
学
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
を
行
う
。

③
支
援
体
制
W
G

学
内
交
通
や
駐
輪

・
駐
車
問
題
、
建
物
の
改
修

・
新
設
に
あ
た

っ

て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
問
題
な
ど
、
大
学
内
の
他
の
組
織
と
の
連

携
が
必
要
な
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

四

今
後
の
課
題

以
上
、
愛
媛
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援

の
現
状
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、
こ
の
四
年
間
で
障
害
学
生
支
援
の
取
組
が
全
学
的
な
も
の

と
な
り
、
予
算
措
置

（学
部
ご
と
の
予
算
か
ら
全
学
的
な
予
算

へ
）

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
配
置
の
点
で
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
た
。
そ
の

一

方
、
取
組
が
進
む
に
つ
れ
て
、
新
た
な
課
題
も
数
多
く
生
じ
て
い
る
。

本
学
で
は
、
法
人
化
に
伴
う
学
内
機
構
改
革
に
合
わ
せ
て
、
二
〇
〇

五
年
度

に
従
来
の
委
員
会
に
替
わ
る
、
よ
り
機
能
的
な
支
援
組
織
を

立
ち
上
げ
る
計
画
で
あ
る
が
、
今
後

の
課
題
と
な
る
点
を
以
下
に
ま

と
め
て
お
く
。

①
障
害
学
生
支
援
に
関
す
る
教
員
側
の
理
解
が
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
な
い
。
障
害
学
生
と
教
員
が
話
し
合
う
場
の
設
定
や
障
害
学
生
支

援
に
関
す
る
授
業
研
究
の
場
の
設
定
が
求
め
ら
れ
る
。

②
支
援
に
あ
た
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
絶
対
数
の
不
足
。
名
簿

登
録
し
て
い
る
学
生
は

一
〇
〇
名
近
く
に
上
る
が
、
実
際
に
活
動
を

し
て
い
る
者
は
二
〇
～
三
〇
名
で
あ
る
。
支
援

の
意
思
は
あ
る
が
実

際
に
は
動
け
て
い
な
い
学
生
に
ど
う
働
き
か
け
る
か
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
支
援
技
術
の

一
層
の
向
上
が
必
要

で
あ
る
。

③

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
個
人
負
担

（時
間
と
手
間
）
が
大
き
す

ぎ
て
、
自
発
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
学
生
が
な
か
な
か

見

つ
か
ら
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
や
連
絡
調
整
を
全
て
学
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
任
せ
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
る
の
で
、
障

害
学
生
支
援
事
務
を
担
当
す
る
職
員
の
配
置
等
、
大
学
側
の
組
織
体

制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

④
障
害
学
生
支
援
ル
ー
ム
の
設
置
の
必
要
性
。
障
害
学
生
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
生
の
双
方
か
ら
、
い
つ
で
も
自
由
に
話
し
合
え
、
日
常

的
な
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
部
屋
を
用
意
し
て
ほ
し
い
と
の
強

い
要
望
が
出
て
い
る
。
過
去
に
購
入
し
た
支
援
機
器
の
置
場
が
な
く
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
あ
ち
こ
ち
に
分
散
保
管
し
て
い
る
現
状
か
ら
も
、

障
害
学
生
支
援
の
た
め
の
専
用
ル
ー
ム
の
設
置
が
不
可
欠
で
あ
る
。

事
例
紹
介

視
覚
障
害
学
生
支
援

に

つ
い
て

～
そ
の
取
組
と
現
状
～

三

井

淳

藏

辻

邦

彦

（岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
短
期
大
学
部
視
覚
障
害
学
生
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）

本
学
、
短
期
大

学
部
幼
児

教
育
学
科
に
お
い
て
，
昨
年
度
よ
り
桟

覚
障
害
を
持
つ
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

す
べ
て
の
人
は
、
教
育
に
よ

っ
て
各
人
の
持

つ
可
能
性
を
発
達
さ

せ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
民
主
主
義
の
基
本
原
則
で
あ
る
。

一
般
に
教
育
の
機
会
均
等
を
目
指
し
て
き
た
経
過
か
ら
み
て
、
障
害

者
に
つ
い
て
必
ず
し
も
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な

い
。
殊
に
、
私
ど
も
に
お
い
て
は
障
害
者
に
対
す
る
指
導
計
画
や
指

導
法
、
教
育
施
設
な
ど
の
教
育
的
援
助
方
法
に
つ
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
皆
無

で
あ
っ
た
。

一
昨
年
の
秋
、
受
験
希
望
が
伝
え
ら
れ
て
以
来
、
そ
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
、
急
遽
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
検
討
を
開
始
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
対
応
し
、
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
ら
よ

い
の
か
検
討
も
つ
か
ず
、
暗
中
模
索
の
状
態
で
あ

っ
た
。

一

視
覚
障
害
受
験
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

受
験
希
望
者
は
、
愛
知
県
立
岡
崎
盲
学
校
高
等
部
に
在
学
中
の
女

子
学
生
で
、
障
害
に
つ
い
て
は
小
学
校
五
年
生

の
時
に
両
眼
と
も
に

緑
内
障
、
角
膜
炎
を
、
そ
し
て
右
目
網
膜
剥
離
を
発
症
、
小
学
校
五

年
生
時
と
中
学
校
二
年
生
時
の
二
度
に
わ
た
り
手
術
が
行
わ
れ
た
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
視
力
は
回
復
せ
ず

一
種

一
級
に
認
定
さ
れ
て

い
る
。

視
力
を
失

っ
た
年
齢
的
な
面
か
ら
見
て
、
日
常
生
活
に
お
け
る
動

作
な
ど
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
時
に
視
覚
的
に
も
多
く
体
験
さ
れ
、

ま

っ
た
く
自
然
な
動
作
が
で
き
、
慣
れ
た
学
校

の
階
段
は
駈
け
足
で

降
り
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
る
。

幼
児
教
育
希
望
の
動
機
は
、
二
〇
〇

一
年
三
月

一
五
日
の
京
都
新




